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平成19年度 相談の概要　P2～3

発行／富山県生活環境文化部県民生活課・富山県消費生活センター�http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1711/index.html
　　　「くらしの情報とやま」は富山県のホームページにも掲載しています。� http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1711/kj00000963.html

点検商法で契約した高額な補修工事
～解約したい～

5日前に、大手リフォーム会社と名乗る業者から、「屋根の点検を無料でしています。」と訪問

があり点検してもらった。「瓦がずれている。修理が必要だ。」と言われたが断った。ところが、

その日の夜まで４回も訪問があり、ついに断りきれず契約してしまった。翌日、すぐに補修工

事が行われた。その後、知人に見てもらうと「瓦がボンドのようなもので接着してあるだけ

だ。」と言われた。よく考えると高額でもあり(58万円)、解

約したいのですが…。　　（70代 1人暮らし男性）

「無料で点検してあげる」と言って

家庭を訪問し、「この家は地震に弱い」

「床下の土台が腐っている」「白ア

リの被害がある」「こんな水を飲ん

でいると体に悪い」「布団にダニが

いる」など事実と異なることを言い、「早く手を打

たないとこのままでは危ない。」などと不安をあお

って、実際は必要のない商品やサービス、工事など

を契約させる商法(点検商法)があります。この商

法は、法律（特定商取引法）で「訪問販売」に当たり、

契約書面を受け取った日から８日間はクーリング・

オフ（※）することができます。修理や工事が始ま

っていてもクーリング・オフは可能です。相談者に

は、クーリング・オフ期間内なので、配達記録郵便

で契約解除通知を送るよう助言しました。また、ク

ーリング･オフ期間が過ぎていても、販売目的の訪

問であることを告げられていなかったり、事実でない

ことを告げられたり、帰ってほしいと言ったのに帰ら

ずに執拗に勧誘を受け、仕方なく契約してしまった場

合などには解約できる場合がありますので、あきらめ

ずにご相談ください。不意に訪問して点検する、とい

う業者には注意しましょう。特に、一人暮らしの高齢

者は、悪質な訪問販売業者に狙われやすいので、被害

に遭わないように、家族や近所の人たちが協力して見

守ってあげることが大事です。

※契約書面を受取ってから一定期間(この場合は8日間)

であれば無条件解約ができる制度

折りたたみ傘の中には、ボタンを押すと自動的に開くもの(「ジャンプ式」)があります。さらにジ

ャンプ式の中には、閉じるときも自動で折りたためるもの(「自動開閉式」)があります。畳んで傘袋に

収納しようとしたところ、急に柄(手元)の部分が飛び出し額を切ったり、眼を直撃したりする事故が国

民生活センターに寄せられています。

○中棒を押し込む力が足りずきちんとロックされていない場合や、傘を閉じる際に開閉ボタンに触れて

しまった場合などに中棒が勢いよく飛び出してしまい、柄(手元)が顔等にぶつかることがあるため、十

分に注意しましょう！また、顔の近くで操作しないでください。

詳しくは、独立行政法人国民生活センターホームページをご覧ください。http://www.kokusen.go.jp
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商品一般

教養娯楽品

住居品

金融・保険サービス

運輸・通信サービス

教養・娯楽サービス

○相談件数は減少するも、5年連続１万件を超える

�平成19年度の消費生活センターに寄せられた相談件数は、10,037件
※
（対前年度比94.0%）でした。

�平成17年度以降、架空請求・不当請求の沈静化に伴い、相談件数全体の減少傾向は続いていますが、依然とし

て１万件を超えており、高い水準で推移しています。（※架空請求音声ガイダンス1,070件含む）

�年齢別にみると、40歳代と30歳代の相談が増加しています（前年度比105.2％、103.2%）。

職業別では、給与生活者が全体の約51％、無職が約20％を占めています。

○相談内容の多様化・複雑化の傾向

�公的機関を名乗る還付金詐欺や携帯電話を使った架空請求など新たな手口の出現や、商品・サービスの多様

化などに伴い、相談内容も多様化・複雑化する傾向が続いています。

○消費者金融に関する相談

�相談のうち、消費者金融に関するものは、1,304件（対前年度比82.6％）でした。

�相談内容では、多重債務の整理方法についての相談が最も多く、貸金業法等の改正に伴い、法律の内容確認

のための相談も多くありました。

平成１9年度　相談の概要平成１9年度　相談の概要

商品・役務別相談状況 （件数の多いもの上位３位）

相談内容別相談件数 （件数の多いもの上位３位） 販売購入形態別相談件数 （件数の多いもの上位３位）

商品・役務別相談状況 （件数の多いもの上位３位）

相談件数の推移相談件数の推移

商品に関する相談状況

1位

2位

3位

1位

学習教材（補習用教材、資格取得用教材など）の契約・解

約に関する相談、新聞の販売方法に関する相談など。

2位

訪問販売によって契約した寝具類や消火器等に関する相

談など。

3位

インターネット関連の不当請求・架空請求。また、電話料金

が安くなると勧誘する電話関連サービスの相談など。

サラ金や銀行などで多重債務に陥った本人や家族からの債

務整理の相談。また、各種保険の不払いや解約に関する相

談、投資に関する相談など。

外国語会話教室の中途解約等の相談、海外宝くじやパチン

コ攻略法に関する相談など。

役務（サービス）に関する相談状況

1位

2位

3位

1位

2位

3位

相談内容別相談件数 （件数の多いもの上位３位） 販売購入形態別相談件数 （件数の多いもの上位３位）

契約・解約に

関する相談1位1位 販売方法に

関する相談2位2位 価格・料金に

関する相談3位3位 通信販売1位1位 店舗購入2位2位 訪問販売3位3位
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「総合消費料金」「クレジット未回収金」などの名目で、利

用した覚えのない架空請求のはがきや封書が届いたり、

電話がかかったという相談など。



金融に関する相談について金融に関する相談について

高齢者の自宅を訪れて、布団等を次々と売りつける「次々販売」についての相談や、「血液がサラサラになるなど効能

を期待させる高額なブレスレットを契約させられた」という催眠商法（SF商法）についての相談、子どもの結婚相手紹介

サービスで高額な契約・解約料を請求されたという相談、投資に関する中高年を狙った悪質な勧誘・契約の相談が寄

せられました。

10代・20代の若者では、「携帯電話やパソコンの着信メールやアダルトサイトを開いたところ、高額な登録料を請求され

た」という不当請求・架空請求の相談が最も多く、次に消費者金融関連の相談となっています。 「過去のサービス会員

契約の会費が未納になっていると、高額な請求が送りつけられる」という二次被害の相談も多く寄せられました。

◇相談内容別では、負債の「整理方法」に関する相談が最も多く全体の47%を占めています。続いて、保証金詐欺等の

「苦情」相談が19%、「法的知識」に関する相談が18%、「取り立て」に関する相談が7%となっています。

◇借入金の使途別内訳では、「生活費」が50%、「遊興費」が21%、「事業資金」が9%となっています。また、「名義貸し」

は、前年度比106%と増加しています。

高齢者の被害高齢者の被害

若者の被害若者の被害

債務者特性債務者特性

負債状況等負債状況等

◇性別では、男性が68%、女性が32%で、昨年とほぼ同比率です。

◇年代別では、30～50歳代が全体の68%を占めています。続いて、60代以上が１

9%となっています。

◇職業別では、給与生活者が65%と最も多く、次いで無職者が20%、自営業者が8%

となっています。

借入業者数 借入 金 額

４社以下

７４６件（５８％）

１００万円以下

３７４件（２９％）

１００万円超

　　～２００万円

２１１件（１６％）

３００万円超～５００万円

２２９件（１８％）

５００万円超～１，０００万円

１１１件（８％）

１，０００万円超

４７件（４％）

不明

１３７件（１０％）

５～９社

３７５件（２９％）

１０～１４社

５２件（４％）

１５～１９社

６件（０．４％）

２０社以上

２件（０．２％）

不明

１２３件

（９％）

２００万円超　　

　～３００万円

１９５件

（１５％）

試して
みよう

！

「消費
者力」

試して
みよう

！

「消費
者力」

試して
みよう

！

「消費
者力」

試して
みよう

！

「消費
者力」

Q 次のうち、クーリング・オフ（契約の無条件解約）ができないものはどれでしょう。

①インターネットで買ったブランドバッグ

②エステ店で契約した痩身エステ

③もうかると勧められて会員になり、購入した健康食品（マルチ商法）

＜答え①＞①は通信販売はクーリング・オフできませんが返品制度があります。②は8日間、③は20日間のクーリング・オフ期間があります。
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富山市消費生活センター………℡０７６－４４３－２０４７
（富山市新桜町７番３８号富山市役所本庁舎内）

　総合行政センター
　　大沢野℡０７６－４６７－５８１０　　婦　中℡０７６－４６５－２１１５
　　大　山℡０７６－４８３－１２１２　　山　田℡０７６－４５７－２１１３
　　八　尾℡０７６－４５４－３１１４　　細　入℡０７６－４８５－９００１
魚 津 市…………………………℡０７６５－２３－１００３
滑 川 市…………………………℡０７６－４７５－２１１１（内３２３）
黒 部 市…………………………℡０７６５－５４－２１１１（内３１６）
舟 橋 村…………………………℡０７６－４６４－１１２１（内２９）
上 市 町…………………………℡０７６－４７２－１１１１（内１４１）
立 山 町…………………………℡０７６－４６２－９９６３
入 善 町…………………………℡０７６５－７２－１１００（内１３５）
朝 日 町…………………………℡０７６５－８３－１１００（内２３５）
砺 波 市…………………………℡０７６３－３３－１１１１（内１４３）
　庄川支所………………………℡０７６３－８２－１９０２

高岡市市民協働課…………………℡０７６６－２０－１５２２
（高岡市広小路７番５０号）

　福岡行政センター………………℡０７６６－６４－５３３３
氷 見 市……………………………℡０７６６－７４－８０１０
小矢部市……………………………℡０７６６－６７－１７６０（内７３２）
南 砺 市……………………………℡０７６３－２３－２００８
　行政センター
　　福　野℡０７６３－２２－１１０１　　平　　℡０７６３－６６－２１３２
　　井　波℡０７６３－８２－１１８１　　上　平℡０７６３－６７－３２１２
　　城　端℡０７６３－６２－１２１３　　利　賀℡０７６３－６８－２１１２
　　福　光℡０７６３－５２－１５７１　　井　口℡０７６３－６４－２２１２
射 水 市（大島庁舎）………………℡０７６６－５２－７９６６
　地区行政センター
　　新　湊℡０７６６－８２－１９６４　　大　門℡０７６６－５２－７３９７
　　小　杉℡０７６６－５７－１６３６　　下　　℡０７６６－５９－８０９５

◆富山県消費生活センター高岡支所
　高岡市本丸町７番１号（本丸会館内）
　消費生活相談、消費者金融・多重債務相談　℡０７６６－２５－２７７７

◆富山県消費者協会（富山県消費生活センター内）
　※土曜日・日曜日に消費生活に関する相談を受けています。
　℡０７６－４３２－５６９０　午前９時～午後４時

◆富山県消費生活センター
　富山市湊入船町６番７号（富山県民共生センター内）
　消費生活相談� ℡０７６－４３２－９２３３
　消費者金融・多重債務相談�℡０７６－４３３－３２５２
　ＵＲＬ　http://pref.toyama.jp/branches/1731/1731.htm
　【開所時間】午前８時３０分～午後５時（土・日曜、祝日、年末年始を除く）
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ＩＢＭ環境シンポジウム２００８開催についてＩＢＭ環境シンポジウム２００８開催についてＩＢＭ環境シンポジウム２００８開催について

平成２０年度「エコライフ・アクト大会」の開催について平成２０年度「エコライフ・アクト大会」の開催について平成２０年度「エコライフ・アクト大会」の開催について

◆問合せ先：富山県 環境政策課　　電話 ０７６－４４４－３１４１
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